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は じ め に 

 
感染症発生動向調査事業は、感染症の発生状況に関する情報を迅速に収集し、解析・評価

を加え、その結果を速やかに関係者や市民に還元することによって、感染症対策に役立てること

を目的としています。 

 

横浜市では、昭和 53 年に、本市独自の感染症サーベイランス事業を開始しました。その後、 

昭和 56 年に全国レベルで国の事業として開始され、平成 11 年の｢感染症の予防及び感染症の

患者に対する医療に関する法律｣(感染症法)の施行に伴い、感染症発生動向調査が法の下に

位置付けられました。以降も感染症法の改正が実施され、感染症の分類や届出対象疾患などが

追加・変更されています。 

 

平成30年は、感染症法施行規則の一部改正により、急性弛緩性麻痺（急性灰白髄炎（ポリオ）

を除く、以下 AFP）が五類感染症（全数把握疾患）として追加されました。AFP については、世界

保健機関（WHO）がポリオ対策の観点から、15 歳未満の AFP の患者を把握し、その患者がポリ

オではないことを確認するよう求めており、この改正により、国内でも前述の基準で動向調査を実

施することになりました。また百日咳は、前年まで小児科定点把握疾患でしたが、全数把握疾患

となり、症例ごとのワクチン接種状況や、乳児への感染源と成り得る成人層の患者発生数などを

把握することができるようになりました。 

平成 30 年の感染症発生状況は、国内で風しんが流行し、市内では 8 月から報告数が増加し

ました。市内の風しんは、年末まで報告が続き、平成 25 年以来の大きな流行となりましたが、先

天性風しん症候群の報告はありませんでした。また、前年に続き梅毒も国内の報告数が多く、市

内でも近年報告数の多い状態が続いています。母子感染で発生する先天梅毒は、平成 30 年

の市内からの報告はありませんでした。なお梅毒は、感染症法施行規則の一部改正により、平

成 31 年から、過去の梅毒感染歴などの報告事項が追加され、より詳細な調査が実施されます。 

 

この度、平成 30 年（1 月～12 月）の情報をまとめ、『横浜市感染症発生動向調査事業概要』を

作成しました。感染症対策の参考資料として御活用いただければ幸甚に存じます。 

最後に、本事業の推進にあたり御協力いただいた横浜市医師会、定点医療機関をはじめ各

機関の皆様、また本事業概要の発行に御尽力いただいた感染症発生動向調査委員会の先生

方、横浜市健康福祉局職員の方々に厚く御礼申し上げるとともに、今後とも一層の御理解と御協

力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

令和元年 12 月 

横浜市感染症発生動向調査委員会 

委員長 立川 夏夫 
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